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全日本学生フォーミュラ大会で
本学「学生と教員の共同プロジエクト事業」にも採択されている、学生フォーミュラチームGrandel…

fino(グランデルフイーノ)が F第 10国全日本学生フォーミュラ大会」で初の総合優勝を果たしました。

全日本学生フォーミュラ大会は、学生が自ら設計・製作

した車両により、ものづくりの総合力を競うイベントです

(主催「公益社団法人自動車技術会J)。 産学官民でこ

れを支援し、自動車技術ならびに産業の発展・振興に資

する人材を育成することを目的としています。2003年 に

開始された「全日本学生フォーミュラ大会」は今年で10

回目となります。その記念すべき大会で本学のチーム

Grandelino(グランデルフィーノ)が見事に総合優勝を

遂げました。

ものづくりの総合力を競うこの大会では、幾つもの種目

が用意され、多角的な審査が実施されます。まず「車検J

として車両の安全・設計要件のルール適合性の確認が

為され、これに通過したテームに対して「静的審査」「動

的審査Jが実施されます。「静的審査Jと しては「コスト」

1生 産1000台を仮定したコストテーフ しこ二づき事前提

出書類に基づいて為される妥当性つ■ 11、
~千

十ィン

1設計 ,」 1設 計の適切性や革新 |■ なヒ
.■

■ ■ 、さらに

「プレゼンテーションJ(開 発した車両の「モ|li t■ tビジネ

スプランを会社役員にブレゼンするとヽ =う

'1■

■■定を

通じて学生のブレゼン能力を審杢 )な どの千三|て 喜査が

実施されます=~動 的審査 Jと して「アクセラレー)=ン J

(075m加 速性能を競う)、「スキッドバッド_8,1:コ ース

のコーナリング性能を競う)、「オートクロス_直 ||.|― ン・

スラローム・シケインなどによる800m複 合コースて
'`二

、を

競う)、「エンデュランスJ(周 回コースを約20knl:L行 し、

走行性能や耐久性などを競う)、「燃費J(エ ンデニランス

走行時の燃料消費量を評価)が実施されます 1
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現地で対応に追われました。結局、最終日のエンデュラン

スに出走し、完走はできたのですがポイントは得られませ

んでした。製作した車両のエンジンがかかったのが大会

の前日でしたので当然といえば当然なのですが。そういう

ところから始まりました。Jその後、徐々にチームの規模も

大きくなり、大学と包括協定を結んでいる京丹後市等の

機械金属関連企業が加盟する「丹後機械工業共同組

合」などの多くのスポンサー企業の支援を受けながら、毎

年、大会に参戦してきました。昨年の大会では過去最高

の順位、12位をマークしました。しかし目標の総合10位に

は、1000点満点中の0.7点 という僅差で及びませんでし

た。「その悔しさをメンバー全員が一年間持ち続け、『自

分がその07点を取り返したい』『大会後に後悔したくな

い』『持てるものを全て出し切りたい』と小さな努力を積

み重ねた」とチーム・リーダーの岡本君 (先端科学技術課

程3回生)は言います。

今年の目標はチーム史上初の総合成績9位以上。そ

れを実現するため車両を大幅に改良しました。単気筒エ

ンジンを採用した小型軽量車両で、目標は周回コースの

テクニカル区間最速。速度を生みだすには、車体の徹底

した軽量化が必要ですが、それを実現するための材料

として組物カーボンパイプを採用しています。これは本学

独自の複合材料技術に基づいて開発されたものです。

大会前の8月 に強豪校である大阪大学との合同走行会

があり、そのときに手ごたえを感じたといいます。「タイムを

みて、完走さえできれば、日標の総合順位シングルには入

れると思いました。(岡 本君 )」

しかしトラブルがなかったわけではありません。ドライバ

―・副リーダーを務める橋本君 (先端科学技術課程4回

生)は言います。「車両の外装製作が遅くなり、大会前日

にカウルをつけたのですが、視認性が悪くなり運転しづら

いことがわかりました。どうするか議論になり、反対もあり

ましたが、リーダーの判断で側面のカウルは切り落とすこ

とになりました。側面のカウルはスポンサー様のステッカー

を貝占ったりする重要な部分でもあるのですが、今年は何

としても、総合順位シングルという目標を達成しようという

ことで切りました。難しい判断でしたが、これはリーダーの

英断だったと思います。」

今年の大会は9月 3日 (月 )か ら7日 (金 )にかけて静岡

県の小笠山総合運動公園で開催されました。エントリー

チーム数は82。 上智大学や大阪大学などの強豪校が名

を連ねています。FAと して大会に同行した大田稔教授

は「3月 30日という早い時期に車両のシェイクダウンを行

い、マシンとして速いということは聞いていました。トラブル

さえなければ総合シングル10位以内はいけるかなとは思

っていたが、まさか1位になるとは思いませんでしたJと率

直に述懐します。「大会3日 目に仕事で一旦京都に戻っ

たのですが、電話での連絡で、予想以上の走りを見せて

いると知り、もしやと思いました。J

動的審査のオートクロスは、通常01秒で順位が入れ

替わる種目ですが、今回、2位に1秒以上の大差をつけて

種目別1位となりました。またエンデュランス(耐久走行)で

は、走行タイムと燃費を競いますが、大変過酷なもので、

今年も幾つかの強豪校が途中棄権を余儀なくされました。

そうしたなか、本学チームは、この種目でも1位となりまし

た。「エンデュランスの配点は400点で、そのうち走行タイ

ムが300点、燃費が100点です。走行タイムを向上させる

と燃費は悪くなるのが一般的です。そのため走行タイムと
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